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.
す

で

に

指

摘

し

た

と

お

り

、

'
こ
'
の
：
論

文

は
|

九
六
〇
年
代
の
ア
ジ
ア
低
開
発
地
域
の
経
済
成
長
と
域
内
貿
易
の
展
望
を
目
的
と
し
て
い
る
。
展 

,
望
目
的
に
沿
っ
て
：、
: 0
)

-
地
域
経
済
成
長
モ
デ
.
ル
と
.
、②
地
域
経
済
成
長
線
型
計
p .

モ
デ
：ル
を
準
備
し
た
が
：-
.

計
算
作
業
の
時
間
的
制
約
か
ら
①
の
成

長
モ
デ
ル
：の
展
望
結
果
：を
示
す
に
.
と
ど
ま
り
、
②
の
線
型
計
画
モ
デ
ル
の
計
算
結
果
は
：次
の
機
会
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
し
た
。

' 

展
望
の
結
果
に
よ
气

.

•
.

• 

.

.

.
+ 

•

:
 

.

+

•

.

.

.

-

: 

:

, 

. 

•

.

は

、

'.

ア

ジ
.
.'7
低

開

発
,

域

；.ー
，
四

ヵ
::
©

を

令

計

し
',
^

国

' ^

総

生

產

は
'
.ー'
:九

六

:.

0

年

代

'に

卑

弹

約
 

こ

と

が

期

待

で

き

よ

う
"
- 

.

C

の

結

果

、

域

内

貿

易
■の

規

模

も

基

準

年

次

の

一

九

六

〇

年

に

比

べ

て

拡

尤

.
し

、

日

本

経

済

に

た

い

す

る

補

完

関

系

も

強

ま

る

こ

と

に

な

ろ

う

。 

し

か

し

、

こ

の

：地

域

の

人

.
，ロ

増

加

が.
年

率

1
S

を

超

え

，
る

こ

と.を

考

え

れ

ば

、
、

こ

.

の

地

艰

：の

，
一

入

あ

た

々

G

N

P

,の

. #

び

は
 

一
一
％

を

下

廻

り

、

一 

人

あ

た

り

消

費

支

出

で

は

か

ろ

う

じ

て

一

，

五

％

を

上

廻

.
る

程

度

と

な

ろ

'
う

。
'.

こ

れ

は

■
「

国

，連

開

発

の

一

〇

弈

」

の

@ ,

標

一

人

あ

た

り

G

N

P

の

. 

倂

び

約

三

%

を

も

下

廻

る

.
こ

と

に

な

る

。

か

く

し

て

、
'
.
,ア

ジ

ア

.
低

開

発

地

域

：と

先

進

地

域

と

の

発

展

較

差

は

拡

大

傾

向

を

た

ど

る

ば

か

り

か

、

こ

の
地
域
内
部
で
の
各
国
の
.経
済
発
展
の
較
差
が「

次
第
'に
顕
著
に
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
よ
う
。
こ
の
傾
向
に
対
抗
ず
シ
た
め
に
、
将
来
の
通
題
と

• 

.. 

- 

. 

. 

: 

. 

. 

• 

... 

•

し
て
ア
ジ
ア
の
開
発
途
上
に
あ

：る
諸
国
間
の
域
内
協
力
.の
必
要
性
が
生
ず
る
も

の

.と

み

ら

れ

る
。

：

付

‘記

''
.
.
.
.
当

論

文

の

.

.竹

成

過

程

で

：本

塾

'

^

山

本

.登

教

授

と

福

岡

.正

夫

教

授

の

有

益

な

コ

へ

メ
.
ン
.
ト

を

う

る

.
と
.
.と

も

に

、

1 1
子

計

算

機

に

よ

る

モ

ザ

ル

の

プ

ロ

グ

ラ

. 

ミ

ン

ダ

と

計

算

に

つ

い

；て

三

田

電

子

計

算

室

の

畓

掛

魄

氏

等

の

協

カ

を

え

た

。

こ

の

機

会

に

関

係

渚

の

協

力

に

対

し

.

.て

心

か

ら

の

謝

意

を

表

し

，こ

い

。

つ

、

で 

.

な

が

ら

、

こ

の

研

究

論

文

上

の

い

か

な

る

誤

謬

も

筆

者

に

帰

す

こ

と

ぼ

当

然

で

あ

る

。

：

：

.

'

.

'

書

評

.

ゲ
ル
ハ
ル
ト•

ベ
ツ
カ
ー
著

『

一
八
四

.

' 7
\
年
か
ら

 

一
A

四
九
年
に
か
け
て
の

.
ケ
ル
ン
に
お
け
る
カ
ー
ル

.•

■
.

マ
.

ル
ク
ス
と
フ
リ

：

.

.

—

ド
リ
ツ
ヒ

.*

エ
V

ゲ
ル
.、ス
--
--

ケ
ル
ン
労
働
者

協
会
の
歴
史
に
ょ
せ
て』

(
G
e
r
h
a
r
d

 

B
e
c
k
e
r
;

 

K
a
r
l

 

M
a
r
x

 

i
m
d

 

F
d
e
d
r
i
c
h

 

l
E
n
g
e
l
s

3 -
K
OI
l
n 1

8
4
8
1
1
8
4
9
,

 

z
u
r

 

G
e
s
c
h
i
c
h
t
e

 

d
e
s

 

K
6
1
n
e
r

 

A
r
b
e
i
t
e
r
v
e
r
e
i
n
s
,

 

1
9
6
3
,

 .
.
B
e
r
l
i
n
,

co
.s.
 

3
0
L
)
.

.

飯
由

：

'
鼎

-一
A
四

A -
年
の
ド
ィ

ッ
3
月
革
命
を
中
心
と
ず
る
社
会
運
動
史
な
い
し
'労
働 

運
動
史
.の
研
究
：は
少
な
く
な
い
。
つ
い
最
近
の
研
究
と
し
て
は
、
シ
ユ
ト
ラ
ゥ
.ス 

の
力
作「

十
九
世
紀
前
半
期
に
お
け
.る
：ケ
ム
一
一
ッ
，ッ

.の
労
働
者
..の
状
態
と
そ
の 

運
1|
- (Fvudolph 

w
t
r
a
i
;

 

Die L
a
g
e

 u
n
d

ei
e B

e
w
e
g
u
n
g
d
e
r

 

Chemnitzer 

Arbeiter in/der erste

y.
'
Hfo
J
l
f
t
e
-

 

ds'
'

Verlag, Berlin).

.を
は
.じ
め
と
し
て
、
.
.ド
ィ
グ

史
の
.概
説
書
で
あ
る

オ

I
.

ベ
ル

■

.

.

.

.

-

書

.
-
ノ 

評
.
' 

•

マ
ン
..の
著

書

が

、(K
a
r
l
o
b
e
m
.
a
n
n
;
d
e

cs,ts<ihland, 
106
1
5丨1S4

.9,1961, Berlin
)
、

あ
る
い

■は
、

.ハ
ン

.ス

•
モ
チ

.ッ
：ク

の

「

K
イ
ッ
！i
済

史

第

二

部」

：(Hans 

Mot-

tek; 'wirtschaftsgeschichte Detltschlands, E
in Gnmdriss, Bd. II. 

V
o
n

 der

Zeit der 

F
i
zs!
i
 

昏n K
I
M
i
o
n

 bis 

目
 

S
t der 

Bismarckschen 

Ke-

ichs-GriiTLdung,. 1964, .Berlin).

な
ど

.も
、
こ
の
薄
命
の
贫
後
の
経
済
的
背
景
と

し
て

.の

.い
わ
ゆ
る
ドV

ッ

産

業

革

命

史

を

克

明

に

叙

述

し

て

お

り

興

味

深

い

。

な
お
、

ド
イ
ッ
産
業
革
命

史

の

研

究

と

.し
て
は
、

ハ

シ

ス

.
モ
テ
ッ
ク
、

ホ
ル

ス
ト

•

ブ
ル
ン
べ

ー

ク
、
ハ
イ
ン
ツ

•

ヴ
ツ
ツ
マ
ー
、
ウ
才
ル
タ
！

ベ
ツ
カ
ー

•

(

1) 

-
 

等

の

共

著

に

ょ

る

産

業

革

命

史

研

究(Mottek/Bliberg/wutler/Becker;

wtudien zui* 

Geschichte 

der 

Industriellen 

Revolution 

in 

Deutschland,

Akademie-verlag,,.Beriin,. I960)
.

は
注
目
を
浴
び
て
い

.る

ま

.た

、へ.
ル
リ
ン

の
ド
イ
ッ
科
学
ァ
ヵ
デ
ミ

.！
の

'歴
史

研

究

所

叢

書

の

一

冊

と

し

て

、

「

ド
•イ
ッ

労

動

重

動

の

初

期

の

.歴

.史
か

ら

1_
>
6 der IViihgeschichte 

d
e
rG
eu
ts
ch
en

,
 

-

Arbeiterbewegung, 

1964 

Akademie-Verlag, 

Berlin)

，と
い
ぅ
 

K
イ
ツ
労 

働

運

動

史

研

究

の

水

準

を

示

す

す

ぐ

れ

た

論

文

集

が

出

さ

れ

て

い

る

。

こ
れ
に

は
、

す
で
に
、

「

一
八
四
八
年
の
单
命
の
前
夜
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
とH

ン
ゲ 

(

2)

' 

..

'u
x

.l
_
i

(

H
:
e
m
r
g 

p

OJ
H
d
e
r
; 

M
a
r
x

 u
n
d

 H
n
g
e
l
s

 

a
m

 

V
o
r
a
b
e
n
d

 

d
e
r

 

d
e
v
o
l
u
t
i
o
n

■—

I—Die.. Ausarbeitung'der';politischen. ...Kichtlinien 

fiir 

d
9deutschcn

K
o
m
m
u
n
i
s
t
e
n
,
.
1
S
4
6

丨1
8
4

0°
ま

3

を
書
い
て
、

そ
の
.'力
量
を
高
く
評
価
さ 

れ
た
フ
.
ェ
ル
ダ

.丨

が
序
論
を
書
き
、
'.
ゥ

オ
ル

タ

ー

 

•
シ
ユ
ミ
ッ
ト 

S
c
h
m
i
d
t
)

に
よ
る 

一
A

四
四
年
六
月
の
シ
ユ
レ
ジ
モ
ン
.の
織
匠
一
接

に
つ
い 

19. 

J
aJirhunderts, 

1
9
6
0
, 

A
k
a
d
l
i
e
-

'■

て
.資
料
的
な
探
求
を
は
じ
め
と
し
て
、

エ
ー
ベ
ル
ハ
ル
ト
♦

ゥ
オ
ル
フ
グ
ラ
ム

(
E
b
e
r
h
a
r
d

 

w
o
l
f
g
r
a
m
m
)
、

•ゲ
ル
ハ
ル
ト
‘
プ

フ

タ

s
e
r
h
a
r
d

 

p
u
c
h
t
a
)
、

.
- 

七

一

(

九
ニ
七
.

)



。へ
'丨
タ
ー
•

ハ
イ
エ
ル
§

ぎ

td
f

ろ

0 '
共
同
労
作
と
.し
て
の
V
?
'
一
八
四
四 

年
か
ら」

八
四
八
年
ま
で
の
ザ
ク
ゼ
シ
州
に
お
け
る
鉄
道
労
働
者
の
阈
^
/
カ 

.

丨
ル
•
ォ
ー
ベ
ル
マ
ン
に
ょ
る
、
一
八
：四
八
年
の
.革
命
に
活
躍
し
.た
革
命
家
に
し
.
 

て
医
者
力
ー
ル
•
デ

ス

タ

ー

(
K
a
r
l

 

D
w
s
t
e
r
)

の
役
割
を
追
究
し
た
論
文
、
.
い 

ま
こ
こ
に
紹
介
し
ょ
う
と
す
る
ゲ
ル
ハ
ル
ト
•
ベ
ツ
力
I

の
、

ケ
ル
ン
.の
.労
働 

者
協
会
.に
お
け
る
共
産
主
義
者
の
宣
伝
的
活
動
を
あ
.つ
か
っ
' 
た
論
文
な
ど
が
.の 

.

せ
ら
れ
て
お
り
、
ド
ィ
ツ
労
働
運
動
史
研
究
者
に
と
っ
て
は
有
益
な
も
の
で
あ 

る
。
-ま
た
、
こ
の
革
命
以
前
の
黎
明
期
の
ド
ィ
ツ
労
働
運
動
に
お
い
て
、指
導
的 

役
割
を
果
し
た
シ
エ
ミ
ツ

ト

の
ゥ
ィ

ル
へ
ル
ム
.

•
ゥ
ォ
ル
フ
'に
か
ん
す
る
伝
記

的
^
作

.

.(Walter ■
Schmidt" Wilhelm W

o
l
f
f
,

.g
n W

e
g

 zum.Kommunisten
， 

1
S
0
T
1
S
4
6
,

 

1963, Dietz Verlag, Berlin)
も
魅
力
的
な
研
究
で
あ
る
。

以
上
、
'最
近
の
ド
ィ
ツ
民
主
共
和
国
に
お
け
る
一
八
四
八
年
の
承
命
を
中
心 

と
す
る
一
連
の
労
作
に
つ
い
て
、.
筆
者
が
入
手
し
得
た
も
の
の
う
ち
.、
代
表
的 

な
も
の
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
共
通
に
み
ら
れ
る
問
題
意
識

と
し 

て

こ

の

フ

ル

ジ
ョ

ア
取
命
の
不
徹
底
の
根
本
的
理
由
の

追
求
が
秘
め
ら
れ
C 

お
り
、' 
し
か
も
社
会
主
義
的
組
織
の
視
点
か
ら
、
そ
の
脆
弱
性
と
い
う
問
題
が 

う
き
ぼ
り
に
さ
れ
て
き
た
こ

.
と

は
注
目
に
値
す
る
。
ベツ

カ
.
-
.

の
こ
の
労
作 

も
、
ド
ィ
ツ
の
三
月
舉 <1

叩
.に
お
け
る
マ
.ル
ク
ス
と

ヱ
ン
ゲ
ル
ス
の
活
躍
と
ケ
.ル
.
 

ン
の
労
働
者
協
会
と
の
関
係
を
通
じ
.て
、

こ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
が
、
可
改
こ 

不
徹
底
に
終
ら
な
け
れ
ば
.な
ら
な
.か
っ
た
か
を
克
明
に
分
析
し
.て
い
る
。

馨
 

は
こ
の
著
者
の
主
張
を
紹
介
し
つ
パ
つ
、
内
在
的
か
批
判
を
試
み
よ
う
と
す
る
も 

の
で
あ
る
。

(

1)

_
こ
の
.労
作
の
内
容
に
.
.つ
い
て
の
紹
介
は
、
三
田
学
会
雑
誌
第
五
六
巻
第
五 

ノ
号
所
収
、
，拙
稿
書
評
参
照
。

,'
. 

V

、

：： 

‘ .

こ
.れ

，に

っ

い

て

は

：、

.三

田

学

会

雑

誌

第

五

十

五

卷

第

三

夸

所

収

「

初
期

マ 

.

ル
ク
ス
研
究
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
問
題一

-
-

フ
ェ
ル
.ダ
ー

『

一
八
四
八
年
の
革 

命
前
夜
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス』

.
に
お
け
る
〃
真
正
社
会
主
義
" 

■の
解
釈
に
ら
い
て」

-を
参
照
。

■'
:
.ニ
:

o
ぎ
の
ょ
ぅ
な
内
容
か
ら
成
っ
て
い
'る
。

.
'序

論

: 

ぐ

.

1

ケ
'
ル

ン

労

働

者

協

会

の

成

立

と

一

八
呀
八
年
六
月
ま
で
の
そ
の
発
#
。

.
一：一、

モ
ル
と
シ
ャ
ッ
パー

の
指
導
の
も
と
に
お
け
る
ケ
ル
ン
：労
働
者
協
会
の 

マ
ル
ク
ス
主
義
的
改
造(

一

八
四
八
年
七
月
か
ら
九
月
ま
で

)

。

三
、

マ
ル
ク
ス
に
ょ
る
ケ
ル
ン
労
働
者
協
会
の
指
導
の
，ひ
き
ぅ
け
と
協
会
へ 

.の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
解
釈
の
完
全
な
浸
透(

I

八
四
八
年
十
月
か
ら
十
一
'

I 

月
ま
で)

。

'

四
、
ゴ
ッ

卜
シ
ャ
ル
ク
»

プ
リ
ン
ッ
の

' 

グ
ル
ー
プ
の
排
斥
と
労
働
者
協
会
の 

指
導
を
■通
じ
て
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
政
策
の

一

貫

し
た
継
続

(

一
八
四
八 

年
十
二
月
か
ら
一
八
囤
九
年
三
月
ま
で

)

.0

.

五

、
ド
ィ
ッ
.
の

プ

ロ

レ

タ

リ

ァ

ー
ト
の
革
命
的
大
衆
政
党
の
準
備
の
場
合
に 

お
け
る
ケ
ル
ン
.の
労
働
者
協
；会
の
役
割
と
、
革
命
の
終
末
.に
至
る
ま
で
の 

そ

の

活

動(
一

八
四
九
年
四
月
か
ら
六
月
ま
で)

。

こ
の
著
者
の
問
題
意
識
の
中
心
は
、
最
初
に
"
労
働
者
階
級
の
自
然
発
生
的

な
共
済
的
な
組
織
で
あ
っ
た
労
働
者
協
会(

der 

A
r
b
e
i
t
e
r
y
e
r
e
i
n
)

が
、

ヶ
ル 

ン
の
場
合
、

い
か
に
し
て
政
治
的
な
目
標
を
む
つ
意
識
的
な
団
体
に
変
形
せ
し 

め
ら
れ
て
い
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
に
，す
え
ら
れ
て
い
る
。
と
く
.に
ド
イ
ツ
三 

月
革
命
に
お
け
る
革
命
の
中
心
地
ラ
イ
ン
ラ
ン
ド
の
首
都
ヶ
ル
ン
に
お
い
て
、
 

マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
、
経
済
的
な
利
益
擁
護
と
.い
う
性
格
の
強
い
労
働 

者
の
組
織
を
革
命
的
労
働
者
の
組
織
に
変
化
，せ
し
め
よ
う
と
し
た
彼
ら
.の
努 

力
、：
そ
の
反
対
者
と
'の
闘
^

、
組
織
を
あ
げ
て
の
革
命
へ
の
参
加
な
ど
が
.克
明 

に
分
析
さ
れ
て
い
る
。
.

.

と
こ
ろ
で
問
題
ば
、

ヶ
ル
ン
の
ド
イ
ツ
三
月
革
命
に
お
け
る
地
位
の
踅
要
性 

で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
ラ
イ
ン
州
の
中
心
と
し
て
の
ヶ
ル
ゾ
は
' 

ー'八
四 

〇
年
代
.に
急
激
に
人
ロ
が
増
加
し
、V

八
四
六
年
に
は
、
人
口
八
五
、
五
0

0
人 

で
あ
っ
た
も
の
が
、

ー
八
四
八
年
に
は
八
八
、.三
五
六
人
，そ
し
て
ー
八
四
九
年 

に
は
九
四
、
七
八
九
人
と
な
り
、
ベ
ル
リ
ン
お
よ
び
ブ
レ
ス
ラ
ゥ
に
つ
い
で
、
プ 

ロ
イ
セ
ン
第
三
の
大
都
会
で
あ
っ
た(

S
.-.
1
2

)

。

十
九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
ナ 

ポ
レ
オ
ン
に
よ
る
占
領
の
'結
果
と
し
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
-
に
お
け
る
最
先
進
地
域
.
 

と
な
っ
た
ラ
イ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
人
口
の
増
加
は
、
主
と
し
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア 

丨
ト
の
增
加
に
負
っ
て
い
た
。
但
し
'

そ
の
プ
' 口：

レ
タ
リ
アー

ト
の
数
的
増
加 

は
、
工
場
労
働
者
と
し
.て
で
は
な
く——

エ

場

労

働

者

の

：数.«
、
-

ー

 

八
四
三
年 

に
一
、
四
〇
〇
人
、

一
八
四
六
年
に
わ
ず
か
.に
四
、
〇
〇
〇
人
に
と
ど
ま
っ
.た 

と
い
わ
れ
る
。

し
か
し
こ
の
数
字
は
実
際
に
は
あ
ま
り
少
な
く
.^
積
ら
れ
て
お 

り
、
本
命
の
危
機
以
前
の1

八
四
六
年
に
は
繊
維
産
業
だ
げ
で
も
、
婦
人
お 

よ
び
子
供
を
ふ
く
め
て
一1、

九
七
ニ
名
に
達
し
た
と
い
.われるぶ，

|-
>
3

)

。
1 : 

者
に
よ
れ
ば
、'
.
.革
' #
前
の
ド
イ
ツ
の
プ
■ロ
.レ
：タ
リ
ア
ー
ト
.は
、.
.
.機
■械

制

.

H,..

業
..

.

.書

.

.

評

'
.
.
.
'
:
.

に
雇
用
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
手
工
業
、

業

に

従

事

し

て

お

り

、
 

.多
く
の
手
工
業
職
人
や
小
親
方
層
が
、
' 

一
八
四
〇
年
代
の

半
ば

以
後

、
資
本 

主
義
的H

業
化
の
過
程
と
と
も
に
、
プ
ロ
レ
タ
uf
ア
化
し
て
い
っ
'た
と
い
わ
れ 

る
。

.

著
者
■は
.一
八
四
八
年
の
ド
イ
ッ
三
月
革
命
の
原
因
を
何
に
帰
し
て
い
る
で
あ 

ろ
.ぅ
か
。
ひ
と
つ
は
、
す
で
.に
指
摘
し
た
よ
ぅ
な
手
工
業
職
人
や
小
親
方
層
の 

急
速
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ナ

化

、

従
.：

っ

て

そ

の

自
^

化

、そ
し
て
箜
一
に
•一
 

八
四
七
年 

の
下
半
期
に
.お
こ
っ
た
#

界
的
恐
慌
。
そ
し
て
第
三
に
フ
ラ
ン
ス
ニ
月
革
命
の 

勃
発
こ
れ
で
あ
る
。
す
で
に
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
は
，

亡
命
者
の
団
体 

か
ら
発
展
し
た「

正
義
者
同
盟」

^
玲
比
1
1
1
き̂

0

^

85:
6
1
1

)

を
、「

共
産
主 

義
者
同
盟
1_

.
91
1
1
1
<1..der K

o
m
m
u
n
i
s
t
e
n
)
'

と
改
組
す
る
こ
と
.に
成
功
し
.て
い
た
。
 

一
.八
四
七
年
の
夏
、

ヶ
ル
.
.ン
.
の
共
.庚
主
義
者
た
ち
は
、
統
一
的
な
団
体
と
し
て 

■の
同
盟
®
体

(
d
i
e
w

目d
e
s
g
e
m
e
i
n
d
e
)
，.

を
結
成
し
て
い
た
が
、
'
.
.こ
れ
は
イ
デ
.オ 

ロ
ギ
ー
的
に
必
ず
し
.も
革
命
的
•
，共
産
主
義
的
务
働
者
の
立
場
に
立
つ
も
の
で 

は
な
く
、
む
し
ろ
多
く
の
市
民
の
集
会
の
指
導
権
を
握
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
、
 

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
I

に
^
い
レ
て
労
働
者
お
よ
び
小
市
民
階
級
の
物
質
的
利
益
を 

守
'る
た
め
：に
闘
っ
た
0

で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、

モ
ー
ゼ
ス
•
.
へ
ス
の
流
れ 

を
汲
む
真
正
社
会
主
義
の
影
響
沂
稂
強
か
っ
た
。
ダ」

一
エ
ル
ス
、
ビ
ュ
ル
ガ
ー 

ス
お
よ
び
デ
ス
タ
I

な
ど
の
ほ
か
に
、
'ゥ
ィ
リ
ッ
ヒ
、

ア
ン
ネ
ッ
ヶ
、
ゴ
ッ
ト 

シ
.ャ
ル
タ
、

ノ
ー
ト
ユ
シ
'ク
お
よ
び

-v
y

セ
V:
等
ガ
こ
の
組
織
に
参
加
し
て
t 

•
た
が
：、

フ
ラ
ン
ス
.に
お
け
る
一.
一.
月
革
命
の
影
響
と
ド
イ
ッ
に
.お

け

る

そ

の

影 

響
、
：と
り
わ
.け
ヶ
ル
ン
に
お
け
る
大
衆
運
動
の
発
展
と
と
も
に
、
■労
働
渚
が
は 

じ
め
て
民
主
的
な
要
求
を
か
か
げ
て
運
動
に
参
加
‘し
，
共
産
主
義
者
は
、
そ
の

. 

.七

三
.(

九
ニ
九)



連

動
0

^
頭
に
.立
つ
_

至
.
っ

ぢ

：

大
乘
運
動
が
発
展
し
、
'政
治
的
危
歡
が
紙
刻 

.化
，す
る
に
つ
れ
で
■、'
辦
態
を
资
傲
し
た
.支
配
階
級
お
よ
、び
.そ
.の
手
先
機
関
I

,

.

 

ず

な

わ

ち

證

，
'政
府
お
よ
び
要
塞
司
令
官
.
_
_
:は
、
：車
隊
^

よ
を
弾
田
の
^

.:
:- 

は
ず
を
整
え
つ
.
.つ
あ
；ゃ
た
が
、
--
'
1
.
:
塵

機

を

^ :
教
に
.啩
避
す
.る

だ

哼 

議
員
は
、.111

月
三
日
、：

.か
な
^

!n

由
主
義
的
I

求
.を

含

む

覚

え

書

ぎ

を

.発

表
 

:'
.し
：た
。
と
れ
は
び
と
つ
に
は
ノ
天
衆
の
晶
奮
を
鎮
^
る
効
來
を
狙
づ
た
ぢ
ゎ
で 

あ
っ
た
が
、
ゴ
ッ
ト
シ
ャ
ル
ク
：ば
、
市
役
所
の
前
に
巣
ま
っ
た
五r

o

〇
o

人
：
 

の
'耍
求
に
応
え
て
若
.干
の
他
の
人
.々

と
協
識
し
て
、

つ
ぎ
の
よ
5
な
.請
願
書
.を
：
 

"
っ
く
っ
た
。；

,

；
■ 

'
.
し 

;

著
者
に
よ
れ
ば
、
人
.民
.の
要
求
は
、

つ
ぎ
め
五
づ
の
項
0

に
わ
か
れ
4

。

〗

' 

;

• 

B

人
民
に
.よ
る
立
法
お
よ
び
行
政
、
' 
普
通
選
挙
権
、
地
方
公
共
団
体
お
よ: 

び
国
家」

に
お
け
る
普
通
選
举
權
杉
よ
び
被
選
举
拖
。.

，
，
.
'

㈡

言
論
お
よ
‘び
新
胍
の
無
条
件
の
自
，

,
台

，現
存
の
¥

隊
の
廃
止
お
よ
び
人
民
に
よ
'っ
て
.選
挙
さ
れ
た
指
導
者
を
も
ノ 

っ
て
す
るT.

般
的
な
国
民
武
装
。

一

■■
-:

.:

、
'

. 

.

.

H

.

.
由
な
団
結
権
。
：

/

■:
■

. v
 

©

労
働
の
擁
護
お
よ
び
万
人
に
た
'い
ず
る
人
間
的
生
活
の
確
保
。

： 

㈥

公
膺
に
よ
.る
全
児
童
.の
完
全
な
教
育
。

と
れ
ら
の
.
要
求
.の
い
ず
れ
を
と
.
.っ

て

み

て

も

、
.
.
み

な

ブ

ル
.
.ジ
ョ
ブ
w

^

も
.
.の
'で 

あ

り

、

こ

ぅ

し
た
ブ
ル
ジ
ョ
プ

的

な

耍

求

と

運

動

：

の
.
視

点

が

、

ヶル

ン
0

.労
#

者
協
会
の
内
部
に
ゴ
ッ
ト
シ
ャ
ル
ク
に
よ
っ
て
も
ち
こ
ま
れ
、
そ
.の
連
動
.の
方 

針
と
し
て
強
調
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
、.
労
働
者
協
会
の
問
題
が
あ
る
，
'の
で
あ
る
。

. 

本
書
の
箸
者
が
主
と
し
て
.追
求
し
て
.い
る
の
は
.実
に
、
努
働
者
協
会
1の
へ
ゲ
劣

: 

七

四
.
.

(

九
三
0)

ニ
丨
を
め
■<
'
'る
ブ
.ル
f

ョ
ア
民
主
主
義
と
マ
.
ル
ク
ス
主
義
と
：の
闘
.い
'で
お
る0. 

以
卞
こ
‘の
点
に
焦
点
を
..あ
わ
せy

追
求
し
て
^

よ
--ぅ
。

'
へ

者

協

会

を

政

、治
^
.•:

革
命
抓
な
囲
体
、ニ
藤
者
階
級
を
訓
練
し
、
組
織 

.

し
て
。フ
'ロ
：レ
：タ
リ
.ァ
革
命
の
.達
成
に
役
立
た
し
め
.る
た
め
、
あ
く
ま
で
も
階
級 

的
.
‘：社
会
主
義
的
な
機
関
.と
：し
，て
マ
ル
ク
ス
と」

エ
ン
ゲ
ル
.ス
は
意
図
し
よ
ぅ
と 

L

.

た
.の
に
.反
し
、

ゴ
.ッ

ト

シ
：ャ
.ル
ク
は
.、
労
働
者
協
会
を
も
っ
て
、
職
能
別
労 

:
臌
«

合
た
ら
1,
め
よ
ぅ
と
.努
カ
し
た
。
す
な
わ
ち
、
あ
く
.ま
で
も
労
働
渚
め
日 

常
的
'
.
•
.
経
済
的
な
爾
争
に
協
会
の
-性
格
を
限
定
し
、

マ
ル
ク

ス
主
義
的
政
.
關 

.争
の
具
に
す
る
こ
と
に
：
真
向
か
ら
反
対
し
た
。
箸
者
.は
.、
.ヶ
ル

ン
の
労
働
者
協
.
 

会
.の
：；.へ.V

モ
-

.

B
§
掌
握
を
め
ぐ
る
聞
題
か
ら
出
発
し
、
,:
,
マ
ル
ク
ス
と
二
ン
ゲ 

ル
ス
^

よ
び
そ
の
他
•の
取
命
的
な
人
々
が
、

い
か
に
し
て
.ヶ
ル
ン
労
働
者
協
会 

.か
ら
.、
ゴ
ッ
ト
シ
：ャ
.ル
，ク
の
経
済
主
義
的
な
い
し
日
和
見
主
義
的
ィ
デ
ォ
ロ
ギ 

丨
.の
.支
配
を
排
除
し
、
' 
そ
れ
を
革
命
的
な
労
働
者
の
政
治
的
運
動
の
拠
点
た
ら 

し
^

た
か
を
、
新

ラ 
<

ン
新
_

の
豊
富
な
引
用
の
も
と
に
実
証
的
に
分
忻
し
て
'

:

ぃ
S-
0

:
..
:

:

:■
' 

;

.

.

内
容
.の
充
実
し
た
本
書
を
よ
み
終

っ

て

-感

ず

る
こ
と
は
、

マ
ル
ク
ス
と
エ
ン 

ゲ
.
ル
ス
-の一

八
四
八
年
の
取
命
に
お
げ
る
偉
大
な
.役
割
に
つ
い
て
は
充
分
に
追 

求
ざ
れ
て
お

り

、
«■

と
と

に
読
み
.ご

た
え
の
あ
る
本
で
あ
る
が
、
ひ
と
.
つ
の
大 

き
な
.問
題
は
、
著
者
が
、
•マ
ル
ク
ス=

レ
ー
ニ
ン
主
義
の
.立
場
か
ら
、

マ
ル
ク 

ス
ゎ
よ
びH

シ
ゲ
ル
ス
の
ヶ
ル
ン
労
働
者
協
会
を
中
心
と
す
る
莖
命
的
闘
争
の
.
 

意
義
を
強
調
ず
る
'あ
ま
り
、
労
働
者
協
会
の
4

経
済
的
擧
の
も
つ
側
面
を 

R

■当
に
.低
く
評
肺
し
て
い
.る
傾
向
が
.あ
る
こ
と
，で
あ
る
。
.
' た
.と
^
*

著̂
考
t

、
 

「

ケ
ル
ン
.
.の
労
働
者
協
会
の
組
織
的
建
設」

と
い
う
，
一
節
に
お
い
て
、

つ
ぎ
の

よ
う
に
い
う
。

「

ヶ
ル
ン
の
労
働
者
協
会
は
、

一
八
四
八
年
三
月
以
後
に
新
し
¥
 

く
建
設
さ
.れ
た
労
働
者
協
会
.の
多
く
と
同
じ
よ
う
■に
、

職
種
を
基
礎
と
し
て 

(
a
u
f

 d
a
r

 G
n
m
d
l
a
g
e

 

v
o
n

 

G
e
w
e
r
k
e
n
)
.

組
織
さ
れ
て
い
た
。

.こ
う
.
し

.た
席
成 

は
、
■
労
働
者
の
加
入
を
促
進
し
た
が…

…

労
働
者
や
手
工
業
職
人
を
し
て
、

一
 

方
的
に
経
済
的
な
改
善
の
闘
争
の
み
に
か
り
た
て
'、
政
治
的
な
闘
#

へ
.の
ひ
き 

い
れ
を
阻
止
し
た
l_(

s. 29)

。
要
す
る
に
ゴ
ッ
ト
シ
ャ
ル
ク
の
影
響
の

%■
と
に
、
 

労
働
者
協
会
は
、
極
端
に
経
済
主
義
的
で
あ
り
、
日
和
見
的
で
あ
0
た
と
い
う 

の
が
著
者
の
主
張
で
あ
る
が
、
間
題
は
'

労
働
組
合
と
し
て
の
労
働
者
協
会
：の 

役
割
が
不
当
に
無
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
組
合
本
来
，
 

の
；：：！

的
と
し
て
の
日
常
的
経
済
閼
爭
の
侧
而
と
.、
資
本
主
義
社
会
の
打
倒
に
終 

局
的
に
つ
な
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
政
治
闘
孕
と
：の
結
び
つ
き
、
そ
の
接
点
.
 

に
立
つ
の
が
、
労
働
者
協
会
.で
あ
る
と
い
う
認
識
が
全
く
欠
如
し
て
.い

；る

？

そ

： 

れ
は
、
の
ち
に
、
シ
ュ
テ

.フ
ァ
ン
，
ボ
ル
ン
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
る
ー
八
五
'〇 

年
代
の
.労
働
組
合
運
動(

G
e
w
e
r
k
s
c
h
a
f
t
s
-
b
e
w
e
g
l
l
n
g
)

 

'と
：マ
：
ル
ク
ス
.お
よ
び
.J- 

ン
ゲ
ル
ス
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
た
政
治
的
革
命
的
勢
カ
と
し
て
の
.両
侧
面
の
.統 

一
体
と
し
て
現
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ 

れ
を
た
だ
機
械
的
に
、
労
働
者
協
会
の
経
済
闘
争=

日
和
見
主
義
と
し
て
顧
み 

な
い
と
す
れ
ば
、， 1

八
：四
八
年
の
ド
.ィ
ッ
三
月
革
命
が
何
故
に
成
功
し
な
か
っ 

た
の
か
、

と
く
に
ヶ
ル
ン
に
お
い
て
革
命
的
白
i

を
示
し
た
と
い
わ
れ
た
労
働 

者
階
級
の
運
動
.の
本
質
を
正
し
.く
評
価
で
き
な
い
の
.で
は
な
か
ろ
う
か
。

大
体
、
本
書
'の

著

者

の

基

本

的

な

；

誤
！
！

は

、
：

一

八

四

八

年

〜

.
一
八
四
九
年
€>
'
 

い

わ

ゆ

る「

若
き
マ
.ル
.ク
ス」

：

時
代
の
彼
ら
の
戦
術
を
.、
絶
対
無
謬
換
U

V
.い 

.る
こ
と
で
あ
る
。
労
働
組
合
運
動
そ
の
も
の
に
だ
い
す
る
.評
侧
に
お
いv

む
、
-

，
こ
：
の

時

期

と

そ

れ

か

ら

十

■五
年
後
の
第
一
ィ
ン
タ
I

ナ
シ
ョ

ナ
ル
の
頃
で
は
い 

.，ち
じ
る
し
い
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
を

著
者
は
指
摘
し
て
い
な
い
し
、
何
よ
り 

も
.、

マ
ル
ク
ス
主
義
形
成
史
と
い
う
歴
史
的
な
^

点
か
ら
の
、
マ
ル
ク
ス
と
エ 

シ
ゲ
ル
ス
の
活
動
の
評
価
と
い
う
点
に
お
い
て
き
わ
め
て
不
充
分
で
あ
り
、
労 

働
組
合
連
動
は
革
命
運
動
.に
マ
ィ
ナ
ス
の
作
用
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
経

闘
争
と
政^

2

闘
争
と
の
.機
械
的
分
離
論
に
お
ち
い
っ
て
い
る
こ
と
は
遗
憾
で 

あ
る
。' 

_ 

. 

.

一
八
四
八
年
の
革
命
に
お
い
て
、
労
働
者
協
会
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
し 

た
か
.は
非
常
に
：興
味
お
る
，問
題
で
あ
り
、
ま
た
む
ず
か
し
い
問
題
で
も
^.
る
。
： 

そ
れ
は
、
現
代
に
叙
け
る
労
働
組
合
運
動
と
共
産
党
と
の
関
係
と
い
う
今
日
の 

重
要
な
課
題
に
も
大
き
な
示
唆
を
あ
た
え
る
で
‘

ろ
う
。

こ
.の
点
に
つ
い
て 

は
、
い
ず
れ
.か
の
機
会
に
ま
と
め
.て
み
た
い
と
思
ラ

。
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:,【

始
め
に】

,'
十
七
世
紀
に
は
ブ
ル
ジ
ョ
ウ
に
ょ
各
土
地
の
巢
積
が
自
立
つ
。
.

 

«

は
.こ
の
.過
程
'の
な
か
で
'フ
.エ.
ル
.ム
を
構
築

、
' そ

れ

を

単

位

.に

賃

貸

ず

る

こ

と

七

五

(

九

三1
)
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